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大分教育事務所による学校訪問が行われました

10月１７日（土）総合的な学習の時間発表会「ふくラボ」に向けて、１０月

１４日（水）３～５校時に「プレふくラボ」を行います。

これまで各クラスで学習した内容を、他の学年の子どもたちに向けて参加・

体験型で伝えます。本番の発表がうまくいくか、お互いに確かめ合う大切な

時間です。５校時には全員が体育館に集合し、「創輪タイム」を実施し、各ク

ラスの発表に対する感想やアドバイスなどを伝え合い、本番に向けた手直し

にあてる予定です。

いよいよ、１７日（土）が本番です。子どもたちは、「災害に立ち向かい、うす

きを守ろう！～自分・家族・仲間・地域・みんなの未来のために～」のテーマの

もと、各学年で熱心に取り組んできました。子どもたちの学習の成果を、ぜひ

会場でご覧ください。

１０月９日（金）大分教育事務所による今年度２回目の学校訪問が行わ

れました。事務所からは溝口所長ら３名が訪れ、５・６年生の授業参観と学校

運営（重点目標）や授業改善、働き方改革などの取組の進捗状況について

協議を行いました。教育事務所担当者からいただいたご意見や評価は次の

通りです。

・探究学習について

校内研修や子どもの実態に合わせた取組が着実にすすんでいます。今後

は「全体探究」から「個人探究」へと学習形態が変わるため、課題設定が重

要になります。全体探究で身につけた力を個人探究で活かし、子どもたちが

本気になって深められる課題設定をすすめてほしい。

・丘っ子自学タイム「ばっちり」について

子どもたちがそれぞれ苦手な学習に集中して取り組んでいるようすがわか

ります。今後は、さらに「対話」を通した苦手克服の手立てについて研究をす

すめてほしい。

「ふくラボ」本番に向けて、プレ発表会を行います

福良ヶ丘小学校のHPにクリック

・４０分授業について

「サキドリ指定校」となる前から４０分授業に取り組み、その成果が着実に表れています。板書の書き方も整

理されていて見やすく、学習スタイルが定着しているため、子どもたちは前向きに思考し、落ち着いて授業に

取り組めています。さらに授業中の「深める問い」について研究をすすめてほしい。

・これからについて

今後も現状にとどまらず、いろいろなことに挑戦してほしい。これからの取組も楽しみにしています。

今回、本校がすすめる探究学習・丘っ子自学タイム・４０分授業などの実践を評価していただきました。今後

も研究を深め、子どもたちに力をつけてまいります。


